
おいしい『南っ子汁』
毎年ありがとう！
おいしい『南っ子汁』
毎年ありがとう！
おいしい『南っ子汁』
毎年ありがとう！

Ｐ2 苦難の年を乗り越えて
 再スタートへ
Ｐ4 所得税の確定申告と
 住民税の申告はお早めに！！
Ｐ6 きれいなまちで新年スタート
Ｐ7 第12回しずおか市町駅伝
 フォトリポート

今月の主な内容
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新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

昨
年
は
、
東
日
本
大
震
災
の
衝
撃
が
日
本

中
を
覆
っ
た
年
で
し
た
。
春
の
計
画
停
電
は

伊
豆
全
域
の
産
業
に
大
打
撃
を
与
え
、
半
年

も
の
間
、
伊
豆
半
島
か
ら
観
光
バ
ス
が
姿
を

消
し
、
よ
う
や
く
明
る
さ
が
見
え
始
め
た
秋

に
な
り
、
乾ほ
し
シ
イ
タ
ケ
か
ら
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

が
検
出
さ
れ
て
、
幾
度
も
夢
や
希
望
を
失
い

そ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
朝
の
来
な
い
夜
は
あ
り
ま
せ

ん
。
今
や
修
善
寺
温
泉
と
中
伊
豆
ワ
イ
ナ

リ
ー
は
観
光
バ
ス
が
溢
れ
、
駿
河
湾
フ
ェ

リ
ー
は
県
と
２
市
３
町
が
力
を
合
わ
せ
て

盛
り
上
げ
る
体
制
が
整
い
、
天
城
湯
ケ
島

支
所
を
転
用
し
た
東
京
ラ
ス
ク
は
活
況
を

続
け
て
い
ま
す
。慶
應
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
月
ヶ
瀬
病
院
は
、
医
療
法
人
全
心
会
に

『
伊
豆
慶
友
病
院
』
と
し
て
継
承
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
土
肥
こ
ど
も
園
の
津
波

避
難
タ
ワ
ー
は
設
計
に
入
っ
て
い
ま
す
し
、

修
善
寺
駅
前
の
か
し
わ
く
ぼ
保
育
園
は
４

月
か
ら
こ
ど
も
園
『
あ
ゆ
の
さ
と
』
と
し

て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　

修
善
寺
温
泉
の
ほ
ぼ
中
心
部
に
あ
る『
湯

の
郷
村
』
跡
地
は
市
が
購
入
し
て
駐
車
場

な
ど
を
整
備
す
る
事
業
が
予
定
さ
れ
、
旧

大
東
小
学
校
、
旧
八
岳
小
学
校
、
旧
土
肥

南
小
学
校
お
よ
び
旧
ふ
じ
み
幼
稚
園
の
跡

地
は
地
域
の
活
性
化
に
役
立
つ
よ
う
な
利

用
計
画
を
公
募
し
て
い
ま
す
。
天
城
会
館

は
観
光
協
会
に
指
定
管
理
を
お
願
い
し
て

再
出
発
と
な
り
、
１
月
２
日
か
ら
世
界
中

の
子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
の
お
も
ち
ゃ

『
レ
ゴ
R
』
で
世
界
遺
産
を
展
示
す
る
イ
ベ

ン
ト
の
誘
致
に
成
功
し
ま
し
た
。
湯
ヶ
島

と
中
伊
豆
で
ロ
ケ
を
行
っ
た
井
上
靖
原
作

の
映
画
『
わ
が
母
の
記
』
は
、
今
年
５
月

に
封
切
り
と
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
辛
く
苦
し
か
っ
た
平
成
23
年

は
、
除
夜
の
鐘
で
過
去
の
も
の
と
な
り
ま

し
た
。伊
豆
市
も
、私
た
ち
一
人
ひ
と
り
も
、

春
に
向
け
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
で
す
。

伊
豆
の
夢
を
拓ひ
ら

く
、

『
ホ
ッ
プ
』か
ら『
ス
テ
ッ
プ
』へ！

　

昨
年
か
ら
、『
第
１
次
伊
豆
市
総
合
計
画

後
期
基
本
計
画
』
が
実
行
に
移
さ
れ
つ
つ

あ
り
ま
す
。
将
来
の
伊
豆
市
が
自
立
し
た

元
気
な
ま
ち
に
な
る
た
め
の
、
平
成
27
年

ま
で
の
計
画
で
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
伊
豆

の
夢
を
拓
く
た
め
の
ホ
ッ
プ
（
助
走
）
の

段
階
で
し
た
。『
後
期
基
本
計
画
』
の
５
年

間
が
ス
テ
ッ
プ
（
前
進
）
の
段
階
に
な
り

ま
す
。

　

最
大
の
課
題
は
、
人
口
減
少
問
題
で
す
。

若
い
世
代
の
働
く
場
所
を
増
や
し
、赤
ち
ゃ

ん
を
い
っ
ぱ
い
産
ん
で
い
た
だ
き
、
よ
り

多
く
の
お
客
様
に
伊
豆
市
に
来
て
い
た
だ

く
『
人
い
っ
ぱ
い
運
動
』
が
、
こ
の
課
題

に
対
す
る
解
答
で
す
。
伊
豆
の
温
か
い
人

と
美
し
い
自
然
で
ま
ち
を
い
っ
ぱ
い
に
す

る
、
ま
さ
に
『
人
あ
っ
た
か
、
ま
ち
い
き

い
き
、
自
然
つ
や
つ
や
』
の
伊
豆
市
で
す
。

　

こ
れ
を
断
固
と
し
て
実
現
す
る
た
め
、

次
の
５
項
目
を
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

苦
難
の
年
を
乗
り
越
え
て

        　
　

再
ス
タ
ー
ト
へ

建設中のこども園『あゆのさと』

連日にぎわう修善寺温泉

１ 

成
長
戦
略

　
『
後
期
基
本
計
画
』
の
期
間
中
に
東
駿
河

湾
環
状
道
路
が
供
用
開
始
と
な
り
、
天
城

北
道
路
も
工
事
は
半
ば
ほ
ど
進
ん
で
い
る

は
ず
で
す
。
ま
た
、
修
善
寺
駅
周
辺
整
備

事
業
も
完
成
し
ま
す
。
誰
も
が
望
む
交
通

イ
ン
フ
ラ
が
、
伊
豆
市
で
は
整
う
の
で
す
。

こ
れ
を
着
実
に
企
業
誘
致
、
起
業
支
援
に

つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

２ 

住
環
境
整
備

　

生
活
利
便
性
と
美
し
い
自
然
の
バ
ラ
ン

ス
に
恵
ま
れ
た
伊
豆
市
は
、
ベ
ッ
ド
タ
ウ

ン
お
よ
び
首
都
圏
住
民
の
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ

ス
と
し
て
の
魅
力
を
十
分
に
備
え
て
い
ま

す
。
土
地
利
用
を
時
代
の
要
求
に
応
じ
て

柔
軟
に
修
正
し
、
家
族
世
帯
誘
致
を
進
め

ま
す
。

３ 

次
世
代
育
成

　

伊
豆
市
は
子
育
て
に
適
し
た
環
境
に

恵
ま
れ
て
い
る
反
面
、
通
園
・
通
学
距

離
の
長
さ
な
ど
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ

り
ま
す
。
地
域
全
体
で
子
ど
も
を

育
て
る
と
の
考
え
方
を
市
民
が
共

有
し
、
子
ど
も
た
ち
の
夢
と
可
能

性
を
み
ん
な
で
応
援
し
て
い
く
環

境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

４ 

ま
ち
づ
く
り
人
材
育
成

　

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

に
は
、
若
者
世
代
の
活
躍
の
場
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
若
者
が
集
い
、
話
し
合
え
る
場

を
作
る
と
と
も
に
、
経
験
あ
る
ベ
テ
ラ
ン

と
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
下
、

新
し
い
発
想
や
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
で
生
き

生
き
と
し
た
ま
ち
を
形
成
す
る
事
業
に
着

手
し
ま
す
。

５ 

観
光
交
流

　

静
岡
空
港
の
開
港
と
羽
田
空
港
の
国
際

化
に
よ
っ
て
、
２
時
間
の
距
離
に
ふ
た
つ

の
空
港
を
得
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今

ま
さ
に
、
伊
豆
の
観
光
開
国
の
時
代
を
迎

え
て
い
ま
す
。
観
光
施
設
・
観
光
資
源
は

す
で
に
整
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
に
必
要
な
こ

と
は
、『
お
も
て
な
し
の
心
』

を
お
伝
え
す
る
こ
と

だ
け
で
す
。

さ
あ
皆
さ
ん
、

力
を
合
わ
せ
て
一
歩
前
へ
！

　

伊
豆
の
夢
を
拓
く
こ
と
は
、決
し
て『
夢
』

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。『
夢
』
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
長
い
時
間
と
た
く
さ
ん
の
努
力
を

必
要
と
す
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
こ
れ
ま

で
、
伊
豆
市
が
元
気
に
な
る
た
め
の
種
を

し
っ
か
り
蒔ま

い
て
き
ま
し
た
。

　

さ
あ
皆
さ
ん
、
力
を
合
わ
せ
て
、
一
歩

前
に
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
。
す
べ
て
の
二

歩
目
は
、
一
歩
目
の
次
に
あ
る
の
で
す
か

ら
。
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◎
所
得
税
の
確
定
申
告

◇
営
業
、
農
業
な
ど
の
事
業
所
得
や
不
動

　

産
所
得
な
ど
が
あ
り
、
所
得
税
の
計
算

　

を
し
た
結
果
、
納
付
税
額
が
あ
る
人

◇
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
で
、
給
与
所
得
以
外

の
所
得
が
20
万
円
を
超
え
る
人　

な
ど

◎
住
民
税
（
市
県
民
税
）
の
申
告

◇
営
業
、
農
業
な
ど
の
事
業
所
得
や
不
動

　

産
所
得
な
ど
が
あ
り
、
所
得
税
の
確
定

　

申
告
の
必
要
が
な
い
人

◇
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
勤
務
先
か
ら
市
役

　

所
へ
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
が
な
い

　

人　

な
ど

※
平
成
23
年
中
に
所
得
が
無
く
て
も
、
国

民
健
康
保
険
税
の
算
定
や
、
所
得
証
明

な
ど
の
発
行
に
所
得
の
状
況
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
所
得
が
無
か
っ
た
こ

と
を
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

■
市
役
所
の
受
付
会
場

　

申
告
期
間
中
は
、
本
庁
別
館
で
月
曜
日

か
ら
金
曜
日
ま
で
の
毎
日
、
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
左
記
の
日
程
を
確
認
し
、
お
越

し
く
だ
さ
い
。

※
例
年
、
２
月
末
か
ら
3
月
初
め
が
比
較

　

的
、
混
雑
は
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

※
市
役
所
で
は
、
土
地
・
建
物
・
株
式
な  

ど
の
譲
渡
所
得
や
所
得
税
の
青
色
申

告
、
消
費
税
・
地
方
税
の
申
告
の
相
談

受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
三
島
税
務
署
の
申
告
相
談
所

期
間
／
2
月
16
日（
木
）～
3
月
15
日（
木
）

　
　
　
（
土
日
を
除
く
）

時
間
／
9
時
～
17
時

会
場
／
三
島
商
工
会
議
所

※
期
間
中
は
三
島
税
務
署
で
は
所
得
税
な

ど
の
確
定
申
告
の
相
談
は
受
け
付
け
て

い
ま
せ
ん
。

※
無
料
の
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

　

最
寄
の
公
共
交
通
機
関
な
ど
を
ご
利
用

　

く
だ
さ
い
。

※
期
間
中
は
大
変
混
雑
す
る
こ
と
が
予
想

　

さ
れ
ま
す
。
会
場
に
お
越
し
い
た
だ
い

　

て
も
、
当
日
に
相
談
で
き
な
い
場
合
が

　

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

問合せ／三島税務署☎ 055（987）6711　税務課市民税スタッフ☎（72）9851

中伊豆支所、天城湯ケ島支所では実施しません。
下記の日程を確認してお越しください。
各種申告相談の詳細は、2 月号でお知らせします。

 会　場

土肥支所
3階 大会議室

2月16日（木）～
3月15日（木）

（土日を除く）

申
告
が
必
要
な
人

2月16日（木）

～3月15日（木）所得税の確定申告と
住民税の申告はお早めに !!

◎還付対象者（給与や年金から所得税が源泉徴収されている人）

平成 23 年分所得税の還付申告及び年金受給者説明会

●給与所得の源泉徴収票
●公的年金の源泉徴収票
●生命保険、地震保険の支払証明書
●健康保険、年金の支払証明書
●医療費の領収書　など

【住宅借入金等特別控除のある人】
■住民票・建物や土地の登記事項証明書
■借入金の年末残高証明書
■請負契約書の写し　など

筆記用具、計算機、印鑑、本人名義
の還付先口座がわかるもの

例年、確定申告の期間中は会場が大変混み合
います。所得税の還付申告は、できる限り 2
月 15 日（水）までに行いましょう。

所
得
税
か
ら
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
額
を

引
き
き
れ
な
か
っ
た
人
へ

●
所
得
税
か
ら
控
除
し
き
れ
な
か
っ
た

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
額
は
、
住
民

税
（
所
得
割
）
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

　

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
適
用
が

あ
る
人
（
平
成
11
年
か
ら
18
年
ま
で
お

よ
び
平
成
21
年
か
ら
25
年
ま
で
に
入
居

し
た
人
に
限
る
）
の
う
ち
、
所
得
税
か

ら
控
除
し
き
れ
な
か
っ
た
住
宅
借
入
金

等
特
別
控
除
額
は
、
翌
年
度
の
住
民
税

（
所
得
割
）
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

※
平
成
19
年
か
ら
20
年
ま
で
に
入
居
し
た

人
は
、こ
の
制
度
の
適
用
外
で
す
。

●
こ
の
制
度
の
適
用
に
あ
た
り
、
市
へ

の
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
山
林
所
得
、
退
職
所
得
や

所
得
税
に
お
い
て
平
均
課
税
の
適
用
を

受
け
て
い
る
場
合
に
は
、
税
務
課
市
民

税
ス
タ
ッ
フ
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

償
却
資
産
を

所
有
し
て
い
る
人
へ

　

平
成
24
年
１
月
１
日
現
在
の
償
却
資

産
の
状
況
を
、
１
月
31
日
（
火
）
ま
で

に
市
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

説明会　　　　　　　　　　　　　開催日　　　　　　　時　間　　　　　   場　所

税務署職員による
還付申告・年金受給者に係る事前説明会

市役所職員による
還付申告相談会

2月1日（水）・10日（金） 本庁別館（旧保健所）
2 階 大会議室

2月1日（水）～15日（水）
（土日祝を除く）

9時30分～
　　　16時15分

本庁別館（旧保健所）
2 階 大会議室

8時30分～11時
13時～16時

医療費控除 サラリーマンなどで、平成23年中に10万円（または所得の
5％）を超える医療費を払った人

サラリーマンなどで、平成23年中に住宅ローンを利用してマイ
ホームを新築、購入または増改築して一定の要件に当てはまる人

平成 23 年の途中で会社を退職し、その後就職していない人

平成 23 年中の収入が給与と公的年金または公的年金のみで、
国保税や介護保険料などの支払いがあり、確定申告すれば
還付される人

災害や盗難、横領によって住宅や家財などに損害を受けた場
合や、災害などに関連してやむを得ない支出をした人

雑損控除

住宅借入金等
特別控除

中途退職の方

給与と公的年金・
公的年金のみの方

必要な書類

持ち物

　申告期間前に還付の確定申告書の書き方や相談、年金受給者への事前説明会を開催します。
　必要書類などを持参し、下記の時間内でご都合のよい時にお出掛けください。

還付申告は2月1日から
相談を受け付けています
還付申告は2月1日から
相談を受け付けています

《日　程》

※中伊豆支所、天城湯ケ島支所では実施しませんので、ご注意ください。

●時間短縮のため
、事業所得の収支

内訳や、

医療費控除の領収
書は事前に集計し

てお

きましょう。

●申告書は、添付
書類と一緒に郵送

や信書

便による提出もで
きます。

●確定申告をしな
ければならない人

が期限

内に申告をしなか
った場合や、誤っ

た申

告をした場合は、
延滞税や加算税を

納め

なければならなく
なります。

memo

午前・・・8時30分～11時
午後・・・13時～16時

時　間期　間

本庁別館（旧保健所）
2階 大会議室

3月1日（木）～
3月15日（木）

（土日を除く）

午前・・・8時30分～11時
午後・・・13時～15時30分
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き
れ
い
な
ま
ち
で
新
年
ス
タ
ー
ト
！

市
内
で
一
致
団
結
！

年
末
一
斉
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
実
施

昨
年
12
月
４
日（
日
）に
市
民
の
皆
さ
ん
、各
種
団
体
や
事
業
所
の
ご
協
力
に
よ
り
、各
地
区

内
の
美
化
清
掃
や
不
法
投
棄
さ
れ
た
ご
み
の
回
収
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。ご
参
加
い
た
だ
い

た
皆
さ
ん
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
こ
数
年
、不
法
投
棄
や
ポ
イ
捨
て
の
ご
み
回
収
量
が
増
え
て
い
ま
す
。市
内
全
体
で
清
掃
す

る
こ
と
に
よ
り
、『
捨
て
る
こ
と
は
犯
罪
行
為
』だ
と
認
識
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。毎
年
、12
月
の
第
１
日
曜
日
に
年
末
一斉
ク
リ
ー

ン
作
戦
を
行
う
予
定
で
す
。市
内
全
体
の
参
加
を
目
標
に
し
て

い
ま
す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ごみの回収量

協力団体

伊豆市建設業組合
伊豆市一般廃棄物協同組合
伊豆の国農業協同組合
伊豆市商工会
伊豆市商工会青年部修善寺支部

伊豆市観光協会修善寺支部
修善寺温泉旅館協同組合
修善寺温泉事業協同組合
世界真光文明教団

『
あ
と
ひ
と
絞
り
』
が
効
果
絶
大
！

生
ご
み
の
水
切
り
に
ご
協
力
を

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
燃
や
せ
る
ご
み
の

約
40
％
を
生
ご
み
が
占
め
、生
ご
み
の
う
ち
、約

80
％
が
水
分
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

燃
や
せ
る
ご
み
を
減
ら
す
た
め
に
は
、『
生
ご

み
の
水
切
り
』が
効
果
的
で
す
。水
分
を
減
ら

す
こ
と
で
、臭
い
防
止
と
ご
み
減
量・Ｃ
Ｏ
２
の

削
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

水切りのポイント

ごみの水分が減ると…

①乾いている生ごみは濡らさないように、三角コー
ナーへ入れないでそのまま捨てましょう。 

②三角コーナーの生ごみは一晩
置いてから捨てましょう。

　一晩置くだけでかなりの水分が
減ります。

③水きりネットに入っている場合
は、絞ってから捨てましょう。

ごみの水分が減れば、
嫌な臭いが少なくなります

ごみが軽くなるので、
収集車の燃費が良くなり、

ＣＯ２が削減されます

ごみを燃やすエネルギーが
減り、ＣＯ２が削減されます

種　類
燃やせるごみ
ビン類（せとものを含む）
缶類
金属類
ペットボトル
粗大ごみ
タイヤ

回 収 量
1,940ｋｇ

100ｋｇ
60ｋｇ

320ｋｇ
150ｋｇ

4,000ｋｇ
50本

出発式に参加した小立野区の皆さん

7 区　鈴木琢さんから
８区　荻島彩さんへ

５区
中川拓耶さん

４区
内田綾乃さん

３区
伊郷衿菜さん

２区
山邊勇樹さん

６区　浅田勝美さん

９区　永沼美南子さん

第 12回しずおか市町対抗駅伝

ふるさとのタスキを胸に
駿河のまちを駆け抜けた選手たち

第12回しずおか市町対抗駅伝

ふるさとのタスキを胸に
駿府のまちを駆け抜けた選手たち

伊豆市建設業組合が
回収した不法投棄ごみ

　12 月 3 日（土）に開催された『しず
おか市町対抗駅伝』で、伊豆市チーム
は、市の部 27 位（合計タイム：2 時間
31 分 45 秒）でした。
　7 月から辛い練習を重ね、市の代表と
して必死で走ってくれた選手の皆さん、
本当にありがとうございました。
　また、当日は多くの声援をありがとう
ございました。

11 区　勝呂和也さん

10 区　渡邊智哉さん

環境衛生課から

お知らせ

1500m 男子
村田多彌さん

1500m 女子
堀江渚沙さん

１区　小出未央さん

清掃活動の様子
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米
俵
作
り
を
伝
授

ど
す
こ
い
天
城
大
相
撲
米
俵
講
習
会

▲完成した米俵を囲む協議会と実行委員会の皆さん

地
域
防
災
訓
練

地
域
主
体
で
防
災
対
策
を
総
点
検

▲パーテーション作りや炊き出し訓練など、避難所生活を体験（横瀬区）

12
月
4
日（
日
）、『
地
域
防
災
の
日
』に
合
わ
せ
、大

規
模
地
震
の
突
発
的
な
発
生
を
想
定
し
た
防
災
訓
練

が
実
施
さ
れ
、約
２
５
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

訓
練
は
、各
自
主
防
災
会
を
中
心
に
、沿
岸
部
で
は

津
波
、山
間
部
で
は
が
け
崩
れ
な
ど
、地
域
で
起
こ
り

う
る
災
害
を
想
定
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。横
瀬
区（
修

善
寺
）で
は
、前
日
に
夜
間
の
災
害
発
生
を
想
定
し
た

避
難
訓
練
や
避
難
所
運
営
訓
練
な
ど
を
行
い
、災
害

時
に
と
る
べ
き
行
動
を
確
認
し
ま
し
た
。

12
月
４
日（
日
）、高
知
県
本
山
町
地
域
雇
用
創
造

協
議
会
か
ら
の
依
頼
を
受
け
た『
ど
す
こ
い
天
城
大
相

撲
実
行
委
員
会
』が
、本
山
町
に
出
向
き
、米
俵
づ
く

り
講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
協
議
会
で
は
、『
土
佐
天
空
の
郷
』と
い
う
ブ
ラ

ン
ド
米
を
創
出
し
、そ
の
販
売
に
付
加
価
値
を
付
け

る
た
め
米
俵
で
の
販
売
を
考
え
て
い
る
そ
う
で
す
。ブ

ロ
グ
で
実
行
委
員
会
の
米
俵
の
活
動
を
知
り
、今
回
の

講
習
会
に
至
り
ま
し
た
。当
日
は
、慣
れ
な
い
作
業
に

戸
惑
い
な
が
ら
も
、り
っ
ぱ
な
米
俵
が
完
成
し
ま
し
た
。

▲ワサビのつかみ取りは主婦の皆さんにも大人気！

本
物
の
味
を
ア
ピ
ー
ル

第
１
回
伊
豆
市
観
光
物
産
展
in
ひ
ら
つ
か

12
月
1
日（
木
）～
４
日（
日
）の
４
日
間
、平
塚
市

内
で『
第
１
回
伊
豆
市
観
光
物
産
展
in
ひ
ら
つ
か
』を

開
催
し
、延
べ
約
5
千
人
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

物
産
展
で
は
、２
０
０
人
分
を
用
意
し
た
シ
イ
タ

ケ
焼
き
や
サ
ザ
エ
の
つ
ぼ
焼
き
サ
ー
ビ
ス
の
ほ
か
、観

光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
兼
ね
た
お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど

が
行
わ
れ
、平
塚
市
の
皆
さ
ん
に『
お
い
し
い
伊
豆
の

魅
力
』を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

▲予想をはるかに超える約1万人が来場し、終日にぎわいました

▲部活動などで活躍し、スポーツ功労者として表彰される皆さん

健
全
育
成
推
進
を
確
認

伊
豆
市
青
少
年
健
全
育
成
大
会

11
月
23
日（
水・祝
）、市
民
文
化
ホ
ー
ル
で『
伊
豆
市

青
少
年
健
全
育
成
大
会
』が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、約
３
５
０
人
が
来
場
し
、『
青
少
年
の
主

張
』や
功
労
者
表
彰
、『
青
少
年
を
取
り
巻
く
有
害
情
報

講
座
』な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。主
張
で
は
、市
内
の
小

中
学
生
や
高
校
生
16
人
か
ら
選
ば
れ
た
４
人
が
発
表

し
、表
彰
で
は
、ス
ポ
ー
ツ
活
動
で
38
人
2
団
体
、文
化

活
動
で
4
人
、青
少
年
指
導
で
5
人
を
表
彰
し
ま
し
た
。

※
発
表
者
や
表
彰
者
の
皆
さ
ん
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

伊
豆
市
の
味
覚
が
大
集
合

This

伊
豆
収
穫
祭
＆
Ｊ
Ａ
ま
つ
り
伊
豆

11
月
27
日
（
日
）
、天
城
ふ
る
さ
と
広
場
・
天
城

ド
ー
ム
で『This

伊
豆
収
穫
祭
＆
Ｊ
Ａ
ま
つ
り
伊
豆
』

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。市
内
の
各
種
団
体
・
企
業
や
Ｊ

Ａ
関
連
の
ブ
ー
ス
が
並
び
、農
産
物
や
飲
食
物
を
販

売
。来
場
者
は
、1
店
舗
ず
つ
の
ぞ
き
な
が
ら
、買
い

物
や
展
示
物
を
楽
し
み
ま
し
た
。

今
回
は
、全
国
育
樹
祭
1
年
前
記
念
と
し
て『
山
の
日

の
集
い
』も
同
時
開
催
。最
新
鋭
の
林
業
機
械
の
展
示・実

演
や
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
カ
ー
ビ
ン
グ
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲11月30日（水）、協議会の皆さんが大臣賞受賞を市長に報告

厚
生
労
働
大
臣
賞
を
受
賞

伊
豆
市
健
康
づ
く
り
食
生
活
推
進
協
議
会

伊
豆
市
健
康
づ
く
り
食
生
活
推
進
協
議
会
が
、厚

生
労
働
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。こ
の
表
彰
は
、長

年
に
わ
た
り
、地
域
住
民
の
健
康
を
保
持
・
増
進
す
る

た
め
、食
生
活
改
善
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
に
贈
ら

れ
る
も
の
で
す
。

こ
の
協
議
会
は
、昭
和
53
年
の
発
足
以
来
、家
庭
や

地
域
で
の
生
活
習
慣
病
予
防
や
子
ど
も
た
ち
へ
の
食
育
、

高
齢
者
の
低
栄
養
予
防
の
た
め
の
食
生
活
改
善
活
動

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。



▲にぎわう『おもちゃランド』の受付（２年生）

▲中伊豆パワー探検隊（４年生）

　
11
月
19
日（
土
）、中
伊
豆
小
学
校

で『
第
1
回
中
っ
子
絆
祭
り
』が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
お
祭
り
で
は
、学
校
の
誕
生
を
祝

っ
て
、各
学
年
の
学
習
活
動
を
パ
ビ

リ
オ
ン
形
式
で
保
護
者
や
地
域
の
皆

さ
ん
に
公
開
し
ま
し
た
。当
日
は
、雨

に
も
か
か
わ
ら
ず
、た
く
さ
ん
の
参

観
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

【
各
学
年
の
パ
ビ
リ
オ
ン
】

　
1
年
生
は
教
室
に
図
工
作
品
を

展
示
し
、ほ
か
の
学
年
の
パ
ビ
リ
オ

ン
を
興
味
い
っ
ぱ
い
に
回
り
ま
し
た
。

　
2
年
生
以
上
は
、前
半
と
後
半
に

分
か
れ
て
、工
夫
し
た
パ
ビ
リ
オ
ン

を
展
開
し
ま
し
た
。ク
イ
ズ
や
ゲ
ー

　
ク
ラ
ブ
活
動
の
作
品
も
展
示
コ
ー

ナ
ー
が
設
置
さ
れ
、力
作
が
並
び
ま

し
た
。地
域
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
で

は
、子
ど
も
た
ち
が
竹
細
工
に
挑
戦

し
、早
速
、竹
と
ん
ぼ
を
飛
ば
し
て
楽

し
む
光
景
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
閉
幕
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、全
校
児

童
が
初
め
て

保
護
者
に
新

し
い
校
歌
を

披
露
し
ま
し

た
。
午
後
か

ら
は
、お
楽

し
み
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
、

ス
ラ
イ
ド
シ

ョ
ー
、金
管
バ

ン
ド 

・ 一
輪
車

の
発
表
会
が

行
わ
れ
、
秋

の
一
日
を
み

ん
な
で
楽
し

み
ま
し
た
。

ム
、体
験
活
動
な
ど
を
取
り
入
れ
た

各
教
室
は
、参
観
者
で
あ
ふ
れ
る
人

気
ぶ
り
で
し
た
。

問合せ／学校教育課☎（83）5470

　
以
前
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
取
り
上
げ

た『
海
外
宝
く
じ
商
法
』が
、再
び
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
手
口
は
、突
然
、ま
っ
た
く
購

入
し
た
こ
と
の
な
い
海
外
の
宝
く
じ

に
当
選
し
た
と
い
う
海
外
か
ら
の
エ

ア
メ
ー
ル
が
届
き
、当
選
金
受
け
取

り
の
た
め
の
手
数
料
が
必
要
で
あ

る
と
し
て
、手
数
料
名
目
で
金
銭
を

だ
ま
し
取
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　
特
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
を

求
め
る
ケ
ー
ス
で
は
、カ
ー
ド
番
号

や
有
効
期
限
を
記
入
さ
せ
、以
後
、

継
続
し
て
手
数
料
が
カ
ー
ド
決
済

さ
れ
て
し
ま
う
な
ど
の
被
害
も
発
生

し
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
身
に
覚
え

の
な
い
郵
便
物
が
届
い
た
場
合
は
、一

切
返
信
な
ど
を
行
わ
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

　
被
害
に
遭
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、

早
急
に
市
役
所
な
ど
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
司
法
書
士
　
山
田 
茂
樹

悪
質
商
法
に
関
す
る
問
合
せ
／

　
　
　
　
　
市
民
課
☎（
72
）9
8
5
８

安心安全なまち 伊豆市をめざして安心安全なまち 伊豆市をめざして

犯罪に関する
情報・届出・相談は…
問合せ／大仁警察署
☎（76）0110

修
善
寺
俳
句
愛
好
会

悪
質
商
法
被
害

悪
質
商
法
被
害

め
ざ
せ

め
ざ
せ0

の
ま
ち

0
の
ま
ち

ゼロ
俳
　
壇

再び増加！ 海外宝くじ当選商法！

●
飲
酒
運
転

　『し
な
い
』『
さ
せ
な
い
』

　
年
末
年
始
は
忘
年
会
や
新
年
会

な
ど
お
酒
を
飲
む
機
会
が
増
え
る

時
期
で
す
。飲
酒
し
た
後
は
、気
が

大
き
く
な
り
、速
度
超
過
や
危
険

を
察
知
し
ブ
レ
ー
キ
を
踏
む
ま
で

の
時
間
が
長
く
な
る
な
ど
、ア
ル
コ

ー
ル
は
少
量
で
も
脳
の
機
能
を
マ

ヒ
さ
せ
ま
す
。

○
こ
ん
な
言
い
訳
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

•
自
分
は
酒
に
強
い
か
ら
大
丈
夫

•
少
し
飲
ん
だ
だ
け
だ
か
ら
大
丈
夫

•
車
の
中
で
休
ん
だ
か
ら
大
丈
夫

　
ど
ん
な
言
い
訳
も
許
さ
れ
ま
せ

ん
。あ
な
た
の
根
拠
の
な
い
自
信
が

何
も
罪
の
な
い
人
を
傷
つ
け
、最
悪

の
場
合
は
大
切
な
命
を
奪
う
こ
と

に
も
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

○
酒
気
帯
び
運
転
の
罰
則

①
刑
事
罰

•
運
転
者
…
３
年
以
下
の
懲
役
ま

　
た
は
５０
万
円
以
下
の
罰
金

•
同
乗
者
…
２
年
以
下
の
懲
役

　
ま
た
は
３０
万
円
以
下
の
罰
金

•
車
の
提
供
者
…
３
年
以
下
の
懲

　
役
ま
た
は
５０
万
円
以
下
の
罰
金

•
酒
類
の
提
供
者
…
２
年
以
下
の

　
懲
役
ま
た
は
３０
万
円
以
下
の
罰
金

※
酒
酔
い
運
転
の
場
合
は
、さ
ら
に

　
重
い
罰
則
に
な
り
ま
す
。

②
行
政
罰

•
運
転
免
許
停
止
ま
た
は
取
り
消
し

③
民
事
罰

•
被
害
者
へ
の
賠
償
に
よ
る
大
き
な

　
金
銭
的
負
担

○
飲
酒
運
転
事
故
の
判
決
例

•
損
害
賠
償
約
３
億
円

　
酒
気
を
帯
び
て
車
を
運
転
中
、対

向
車
線
に
は
み
出
し
、知
人
の
車
を

誘
導
し
て
い
た
３０
代
の
男
性
を
は
ね
、

意
識
不
明
の
重
体
に
陥
ら
せ
た
。

○
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動
に
協
力
を

　
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動
と
は
、

「
車
で
飲
食
店
に
来
て
飲
食
す
る
場

合
、お
酒
を
飲
ま
な
い
人（
ハ
ン
ド
ル

キ
ー
パ
ー
）を
決
め
、店
側
も
酒
類
の

提
供
を
せ
ず
、

完
全
に
自
宅

ま
で
送
り
届

け
る
」と
い

う
運
動
で
す
。

○
地
域
一
体

　と
な
り
飲
酒
運
転
根
絶
を

　
飲
酒
運
転
は
、自
ら
の
意
志
で
す
。

「
つ
い
」「
う
っ
か
り
」と
軽
い
気
持
ち
で

握
っ
た
ハ
ン
ド
ル
が
、あ
な
た
自
身
の

人
生
や
大
切
な
家
族
の
人
生
も
狂
わ

せ
て
し
ま
い
ま
す
。運
転
し
た
人
は
も

ち
ろ
ん
、そ
の
車
に
同
乗
し
た
人
、車

を
提
供
し
た
人
、お
酒
を
提
供
し
た
人

も
厳
し
い
刑
罰
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

　
家
庭
や
職
場
、地
域
が
一
体
と
な
っ

て
飲
酒
運
転
根
絶
に
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

中伊豆
小学校

新
し
い
中
伊
豆
小
に 

新
た
な
絆
を

　『中
っ
子
絆
祭
り
』を
開
催

犇
と
寄
る
墓
群
に
木
の
実
し
ぐ
れ
か
な

　
　島
田 

武
重
（
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
）

人
影
の
無
き
畦
道
や
曼
珠
沙
華

　
　
　
　
　森 

正
（
柏
久
保
）

秋
刀
魚
焼
く
だ
け
の
七
輪
古
び
け
り

　
　
　正
木 

重
子
（
門
野
原
）

坂
道
の
多
き
湯
の
町
紅
葉
忌

　
　
　
　
　
　石
井 

ふ
じ
枝
（
牧
之
郷
）

竹
林
の
ざ
わ
め
き
鎮
む
十
三
夜

　
　
　
　
　堀
江 

み
ち
子
（
矢
熊
）

▲図工作品を教室展示（１年生）

▲にぎわう『おもちゃランド』の受付（２年生）▲『ワサビづくり教室』ではクイズを出題（３年生）

▲中伊豆パワー探検隊（４年生）▲親子でトロッコに挑戦（５年生）▲キャンドルづくり（６年生）

▲竹とんぼコーナー

▲金管バンドの演奏

ひ
し 

飲酒運転を
しないさせない
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みんな のひろばみんな のひろばみんな のひろば
Everybody's Plaza

　
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
、「
１
粒
の
米
は
１
年
に
１
度
し
か
で
き
な
い
。

ご
飯
一
粒
も
無
駄
に
し
て
は
い
け
な
い
。粗
末
に
す
る
と
目
が
つ
ぶ
れ

る
」と
、両
親
か
ら
耳
に
タ
コ
が
で
き
る
ほ
ど
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。

　『
食
』は
、
私
た
ち
の
命
を
養
っ
て
く
れ
ま
す
。『
食
』に
対
し
て
、「
い

た
だ
き
ま
す
」「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」と
感
謝
し
ま
し
ょ
う
。

伊
豆
市
食
育
推
進
会
議
委
員
　
鈴
木 

三
代
作
　（
上
白
岩
）

『
食
』へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
に

①カステラを厚さ半分に切り、さら
にたて半分に切る。Aの材料をす
べて混ぜ合わせ、カステラの片
面に塗る。

②ボウルに生クリームと砂糖を混ぜ
合わせ、トロッとするまで泡立て
る。マスカルポーネを加え、さら
に混ぜ合わせる。（6分立て程度）
③皿にカステラを置いて②のクリ
ームをのせ、もう1枚のカステラ
でサンドし、さらにクリームをの
せる。

④茶こしを使って抹茶をふりかけ、
あずきを飾る。

メニュー提供
伊豆市健康づくり食生活推進協議会

◇エネルギー …195kcal　◇たんぱく質 …2.6g
◇カルシウム・・・36mg　　  ◇食塩相当量 …0.1ｇ

材 　 料 作 り 方

ふわふわのカステラと抹茶の香りが絶妙

　
私
た
ち『
短
歌・天
城
』は
、前
身
が
天
城
湯
ケ
島

町
短
歌
ク
ラ
ブ
で
、町
内
の
短
歌
愛
好
者
の
集
ま

り
で
し
た
。結
成
当
初
、メ
ン
バ
ー
の
大
半
が
、す

で
に
短
歌
を
学
ん
で
き
た
こ
と
も
あ
り
、講
師
を
お

願
い
せ
ず
、一人一首
の
歌
稿
を
全
員
で
合
評
し
、勉

強
し
な
が
ら
、楽
し
く
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
会
員
で
88
歳
を
迎
え
た
方
が
、７
人
い

ま
す
。長
寿
祝
い
を
差
し
上
げ
、昔
話
を
聞
き
な
が

ら
互
い
に
喜
び
合
い
ま
し
た
。そ
の
う
ち
２
人
の
方

は
、１
０
０
歳
を
過
ぎ
て
も
な
お
、歌
を
寄
せ
て
く

れ
ま
し
た
。趣
味
を
持
ち
、人
と
触
れ
合
う
事
の
大

切
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、毎
月
第
２
火
曜
日
に
、奇
数
月
は
天
城
湯

ケ
島
支
所
で
、偶
数
月
は
湯
の
国
会
館
で
13
時
30

分
か
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。伊
豆
日
日
新
聞
や
広

報
い
ず
、老
人
ク
ラ
ブ
誌
か
ら
依
頼
さ
れ
、各
紙
に

歌
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。短
歌
の
投
稿
の
み
で
も
構

い
ま
せ
ん
の
で
、気
軽
に
短
歌
を
楽
し
み
た
い
方
、

入
会
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

問
合
せ
／
短
歌・天
城 

上
田 

婦
美
恵
☎（
85
）０
１
３
３

短歌・天城
～短歌・天城への誘い～

 1人分
栄養価

食育
ひとくち
memo

あすりーと集え ～スポーツ少年団の紹介～

　修善寺剣道教室では、『文武両道』を目標に掲げ、幼
児から大人まで約30人が楽しく稽古（けいこ）に励んでいま
す。剣道を通じて心と体を鍛え、きちんとあいさつや返
事のできる元気な子どもたちの育成を目指しています。
　稽古は、毎週火曜日と土曜日の18時30分から修善寺南
小学校で行っています。入会は随時受け付けています。
健康管理の一環として、また新しいことにチャレンジし
てみたい人、一度足を運んでみてください。初心者歓迎
します。

修善寺剣道教室

　
熊
坂
保
育
園
は
、近
隣
に
小
学
校
や
狩
野
川

公
園
、神
社
や
お
寺
な
ど
が
あ
り
、北
に
は
城
山

が
そ
び
え
、田
畑
や
川
な
ど
の
自
然
が
溢
れ
る
と

て
も
よ
い
環
境
に
あ
り
ま
す
。そ
ん
な
環
境
の

中
、０
歳
児
か
ら
５
歳
児
の
園
児
が
、元
気
に
生

活
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、『
人
と
の
か
か
わ
り
』や『
遊
び
の

充
実
』に
力
を
入
れ
、取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

★
人
と
の
か
か
わ
り

　
同
年
齢
の
仲
間
同
士
で
切
磋
琢
磨
す
る
遊
び

や
、給
食
な
ど
異
年
齢
児
同
士
が
か
か
わ
る
場

を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、小
学
生
や

高
校
生
、福
祉
施
設

の
皆
さ
ん
と
の
交
流

を
は
じ
め
、サ
ロ
ン
熊

坂
、
花
祭
り
や
バ
ラ

園
、門
松
作
り
の
見

学
、イ
モ
掘
り
体
験

や
ふ
れ
あ
い
遊
び
を

教
え
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
は
、家
庭
や
地
域

の
皆
さ
ん
に
見
守
ら

れ
な
が
ら
、幅
広
い

年
代
の
皆
さ
ん
と
交

流
し
て
い
ま
す
。

★
遊
び
の
充
実

　
意
図
的
に
、友
だ
ち
同
士
の
か
か
わ
り
が
持
て

る『
集
団
遊
び
』や『
ご
っ
こ
遊
び
』を
取
り
入
れ

て
い
ま
す
。

文化協会 団体紹介

保育園・幼稚園・こども園の紹介保育園・幼稚園・こども園の紹介

◆カステラ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2枚
　（厚さ2cm長さ6～7cm）　　　　　　
◆A
　◇抹茶・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ1
　◇砂糖・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ１
　◇湯・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ２
◆マスカルポーネ・・・・・・・・・・・・100g
◆生クリーム・・・・・・・・・・・・・・・・・・50ml
◆砂糖・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ1 
◆抹茶・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・適量
◆ゆであずき・・・・・・・・・・・・・・・・・・・40g

▲ひよこ組（乳児）の遊びの様子

◆園の目標  げんき ゆうき 笑顔 いっぱい
◆重点目標  ○心身ともに元気な子
　　　　　　○自分で考え行動する子
                  ○みんなとなかよく遊べる子

◉熊坂保育園

伊豆市食育推進会議

毎月19日は
食育の日

和風ティラミス和風ティラミス

《 4人分 》

いざな

せ
っ
さ
た
く
ま

▲地域のお年寄りとのふれあい
（サロン熊坂にて）

うちの
ちびちゃん
●父・耕佑さん　母・幸枝さん（熊坂）
●お子さんの紹介・ご家族から一言
　弟想いの優しい愛ちゃん。いつも元気いっぱ
い陽哉くん。笑顔がそっくりな仲良し姉弟です♥
　二人の笑顔でいつもパパとママは癒されてる
よ♥これからも家族仲良く過ごしていこうね！！

★うちのちびちゃん 出場者募集！
詳しくは、政策推進課までお問い合わせください。
☎（72）1187　info＠city.izu.shizuoka.jp

青木 愛ちゃん・陽哉くん
　　　　   

あい

ぼくたち
とっても仲良し！
笑うとそっくり
でしょ♥

（6歳）

はるや

（0歳）

▲団員募集中！「一緒に剣道をやろう！」（修善寺剣道教室のみんな）

※教室の活動はホームページで紹介しています。
詳しくは…  修善寺剣道教室　　検索
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お
正
月
は
湯
の
国
会
館
へ
！

１
月
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

寒
い
冬
に
は
や
っ
ぱ
り
温
泉
！

市
民
は
市
民
料
金
（
大
人
４
０
０
円
、

子
ど
も
２
０
０
円
）
で
利
用
で
き
ま
す
の

で
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

１
月
の
イ
ベ
ン
ト
／

○
9
日
（
月
）
成
人
の
日
イ
ベ
ン
ト

　

新
成
人
は
入
館
料
無
料
！

※
対
象
は
、
平
成
3
年
4
月
2
日
～
平
成

4
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人
（
年
齢
確

認
で
き
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

○
14
日
（
土
）
バ
ラ
風
呂
の
日

　

月
に
一
度
、
女
性
風
呂
だ
け
の
特
典

○
26
日
（
木
）　

風
呂
の
日

　

回
数
券
購
入
に
特
典
あ
り

年
末
年
始
の
営
業
／
休
ま
ず
営
業
し
ま
す
。

○
12
月
31
日
（
土
）
10
時
～
22
時

　
（
レ
ス
ト
ラ
ン
11
時
～
15
時
）

○
１
月
１
日
（
日
） 

会
館
8
時
～
21
時

　
（
レ
ス
ト
ラ
ン
11
時
～
20
時
）

○
１
月 

２
日
（
月
）
以
降
は
10
時
～
21
時

　
（
レ
ス
ト
ラ
ン
11
時
～
20
時
）

問
合
せ
／
湯
の
国
会
館
☎
（
87
）
１
１
９
２

文
化
財
把
握
の
た
め
に

市
内
の
神
社
を
調
査
中
で
す

市
教
育
委
員
会
で
は
、
市
内
に
存
在
す

る
神
社
の
棟む

な
ふ
だ札
と
伝
統
的
な
建
築
様
式

な
ど
、
文
化
財
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
、

現
地
調
査
お
よ
び
聞
き
取
り
調
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
調
査
の
範
囲
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

調
査
員
は
、『
伊
豆
市
教
委
』
と
記
載

し
た
腕
章
を
つ
け
て
い
ま
す
の
で
、
見
掛
け

た
際
に
は
、
調
査
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

現
地
の
立
ち
入
り
調
査
や
聞
き
取
り
調

査
を
行
う
際
は
、
事
前
に
調
査
に
関
す
る

ご
案
内
を
し
、
日
程
な
ど
を
調
整
し
て
か

ら
訪
問
し
ま
す
。

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
８

東
日
本
大
震
災
で
避
難
し
て
い
る
人
へ

健
診
の
お
知
ら
せ

宮
城
県
の
次
の
市
町
に
住
ん
で
い
た
人

で
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
他
地
域
に

避
難
し
て
い
る
国
民
健
康
保
険
と
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
加
入
者
は
、
避
難
先
で
も

『
特
定
健
診
』
や
『
後
期
高
齢
者
健
診
』

を
受
診
で
き
ま
す
。
避
難
元
の
市
町
に
連

絡
し
、
受
診
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者
／
国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
人
の
う

ち
、
次
の
市
町
に
お
住
ま
い
だ
っ
た
人
で
、

住
民
票
を
異
動
せ
ず
に
他
地
域
に
避
難
し

て
い
る
人
。

市
町
名
／
仙
台
市
、
石
巻
市
、
気
仙
沼
市
、

塩
竃
市
、
名
取
市
、
岩
沼
市
、
東
松
島
市
、

亘
理
町
、
山
元
町
、
女
川
町
、
南
三
陸
町

問
合
せ
／

○
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
…
宮

城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
給
付

課
☎
０
２
２
（
２
６
６
）
１
０
２
１

○
制
度
全
般
に
つ
い
て
…
宮
城
県
国
保
医

療
課
☎
０
２
２
（
２
１
１
）
２
５
６
５

『
紙
谷
橋
』
と
『
西
橋
』
が

新
し
く
な
り
ま
す

現
在
、
修
善
寺
川
に
架
か
る
『
紙
谷

橋
』
と
大
見
西
川
に
架
か
る
『
西
橋
』
を

新
た
な
橋
に
架
け
変
え
る
工
事
を
行
っ
て

い
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
ご
迷

惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

工
事
に
伴
う
通
行
止
め
は
、
次
の
期
間

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

○
紙
谷
橋　

平
成
24
年
7
月
末
ま
で

○
西
橋　

平
成
24
年
5
月
末
ま
で

問
合
せ
／
建
設
課
☎
（
83
）
５
２
０
０

市
へ
の
ご
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

社
会
福
祉
法
人　

三
信
福
祉
協
会

様
が
、
福
祉
活
動
へ
の
援
助
と
し
て

寄
附
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

１
月
２
日
（
月
）、
天
城
会
館
内
に

『
天
城
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
』
が
開
館
し
ま
す
。

３
階
で
は
、
新
た
な
観
光
拠
点
の
形
成

に
向
け
て
、
ユ
ニ
ー
ク
で
話
題
性
の
あ
る

展
示
を
し
ま
す
。
お
よ
そ
３
カ
月
ご
と
に

展
示
の
入
れ
替
え
を
行
い
ま
す
。

初
回
は
１
月
２
日
（
月
）
か
ら
４

月
８
日
（
日
）
ま
で
、『PIE

C
E

 O
F

 
PE

A
C

E
 

―
『
レ
ゴ
R
』
で
作
っ
た
世
界

遺
産
展
』
を
開
催
し
ま
す
。

２
階
で
は
、
湯
ヶ
島
に
縁
の
あ
る
西
村

愿
定
画
伯
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
２
階

部
分
は
無
料
で
、
休
憩
室
も
あ
り
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

入
場
料
／
大
人
５
０
０
円
、子
ど
も
３
０
０
円

※
18
ペ
ー
ジ
の
割
引
券
を
切
り
取
っ
て
お

持
ち
い
た
だ
く
と
、
大
人
子
ど
も
合
わ

せ
て
４
人
ま
で
半
額
で
入
館
で
き
ま
す
。

入
館
時
間
／
10
時
～
16
時

休
館
日
／
毎
週
火
曜
日（
１
月
３
日
は
営
業
）

問
合
せ
／
伊
豆
市
観
光
協
会

☎
（
85
）
１
８
８
３

※『PIECE O
F PEA

CE

―『
レ
ゴ
R
』で

作
っ
た
世
界
遺
産
展
』は
、平
成
15
年
か

ら
日
本
各
地
で
開
催
さ
れ
、大
好
評
！

レ
ゴ
R
で
作
っ
た
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
や
ア
ン
コ
ー

ル
ワ
ッ
ト
な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

主
催
／PIE

C
E

 O
F

 PE
A

C
E

実
行
委

員
会
、
伊
豆
市
観
光
協
会

後
援
／
（
社
）
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟

外
務
省
、
日
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
他

お
知
ら
せ

天
城
地
区
の
不
動
産
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
し
ま
す

　

ヤ
フ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
の
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
を
使
用
し
て
、
天
城
地
区
の
不
動
産
を

公
売
し
ま
す
。
詳
細
は
、
参
加
申
込
開
始

日
か
ら
ヤ
フ
ー
・
ジ
ャ
パン
官
公
庁
オ
ー
ク
シ

ョン
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

参
加
申
込
期
間
／
１
月
６
日
（
金
）
13
時

～
20
日
（
金
）
23
時

入
札
期
間
／
１
月
27
日
（
金
）
13
時
～
２

月
３
日
（
金
）
13
時

※
参
加
申
込
と
入
札
を
す
る
場
合
は
、
ヤ

　
フ
ー
・
ジ
ャ
パン
の
Ｉ
Ｄ
を
取
得
す
る
必
要

　

が
あ
り
ま
す
。

ヤ
フ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン

官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
／

http://koubai.auctions.yahoo.co.jp/

問
合
せ
／
税
務
課
☎
（
72
）
９
８
５
3

平
成
24
年
度
通
学
補
助
金
交

付
申
請
書
の
提
出
を

市
内
に
在
住
し
、
小
中
学
校
へ
通
う
児

童
生
徒
に
は
、
通
学
補
助
金
制
度
が
あ
り

ま
す
。
対
象
は
通
学
距
離
が
片
道
２
㎞
以

上
の
児
童
生
徒
で
す
。

※
こ
の
制
度
は
、
年
度
ご
と
に
更
新
が
必
要

で
す
。

※
教
育
委
員
会
指
定
の
通
学
区
以
外
へ
通

学
し
て
い
る
場
合
は
、
通
学
す
べ
き
学
校

ま
で
の
距
離
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

申
請
書
類
の
配
布
と
提
出
先
／

市
内
在
住
の
児
童
生
徒
へ
申
請
書
類
を

１
月
中
に
配
布
し
ま
す
の
で
、
期
限
内
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
在
校
生
…
通
学
し
て
い
る
学
校

○
新
小
学
校
入
学
児
童
…
通
園
し
て
い
る

保
育
園
・
幼
稚
園

○
市
外
へ
通
学
・
通
園
し
て
い
る
児
童
生
徒

…
郵
送
で
配
布
し
ま
す
の
で
学
校
教
育

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

※
ほ
か
の
通
学
費
補
助
を
受
け
て
い
る

　

生
徒
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
／
学
校
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
０

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染

症
や
食
中
毒
に
注
意
！

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
胃
腸
炎
や
食
中
毒

は
、
毎
年
冬
に
流
行
し
て
い
ま
す
。
11
月

に
入
り
、
県
内
で
は
集
団
感
染
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
感
染
予
防
に
留
意
し
ま
し

ょ
う
。

症
状
／

○
ウ
イ
ル
ス
が
体
内
に
取
り
込
ま
れ
て
か
ら

24
時
間
か
ら
48
時
間
後
に
発
症
す
る
。

○
主
な
症
状
は
腹
痛
・
下
痢
・
嘔お

う
と吐
・
発
熱
。

○
通
常
1
～
2
日
で
回
復
す
る
が
、
小
さ

い
お
子
さ
ん
や
高
齢
者
は
重
症
化
す
る

こ
と
が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
。

○
感
染
力
が
強
く
、
２
次
感
染
（
か
か
っ

た
患
者
の
便
や
嘔
吐
物
か
ら
他
者
に
感

染
）
を
お
こ
し
や
す
い
の
で
、
集
団
発
生

し
や
す
い
。

感
染
予
防
法
／

○
よ
く
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う

　

→
外
出
か
ら
帰
っ
た
あ
と
、
ト
イ
レ
の
あ

と
、
食
事
の
前
な
ど
こ
ま
め
に
手
洗
い
を

し
ま
し
ょ
う
。

○
便
や
嘔
吐
物
の
処
理
に
注
意
！

　

→
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
乾
燥
す
る
と
空
気
中

に
漂
う
の
で
、
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
な
ど
で
ふ

き
と
っ
た
あ
と
、
塩
素
系
漂
白
剤
で
浸

す
よ
う
に
ふ
き
、
そ
の
後
水
ぶ
き
し
ま
し

ょ
う
。

○
食
品
の
加
熱
は
十
分
に
！

　

→
調
理
器
具
に
ウ
イ
ル
ス
が
付
着
す
る
こ

と
も
あ
る
の
で
、
洗
浄
・
殺
菌
は
十
分
に

行
い
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
／
健
康
増
進
課
☎
（
72
）
９
８
６
１

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

巡
回
交
通
事
故
相
談

静
岡
県
交
通
事
故
相
談
所
の
専
門
相
談

員
が
、
交
通
事
故
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

相
談
に
応
じ
ま
す
。

事
前
予
約
制
で
す
。
２
月
６
日
（
月
）
ま

で
に
地
域
づ
く
り
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

と
き
／
２
月
８
日
（
水
）
10
時
～
15
時

と
こ
ろ
／
市
役
所
本
庁　

２
階
小
会
議
室

内
容
／
損
害
賠
償
・
自
動
車
保
険
の
請
求
、

示
談
、
調
停
、
訴
訟
な
ど
の
相
談

費
用
／
無
料

持
ち
物
／
交
通
事
故
証
明
書
、
医
師
の
診

断
書
、
事
故
現
場
の
略
図
な
ど

予
約
・
問
合
せ
／
地
域
づ
く
り
課

☎
（
72
）
９
８
６
７

『
平
成
24
年
経
済
セ
ン
サ
ス
ー

活
動
調
査
』
が
実
施
さ
れ
ま
す

経
済
セ
ン
サ
ス
―
活
動
調
査
は
、
全
国

す
べ
て
の
企
業
・
事
業
所
を
調
査
の
対
象

と
し
て
、
日
本
の
す
べ
て
の
産
業
の
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
『
経
済
の
国
勢
調
査
』

で
す
。
こ
の
調
査
結
果
は
、
国
の
各
種
行

政
施
策
を
は
じ
め
、
地
域
の
産
業
振
興
や

商
店
街
の
活
性
化
な
ど
、
地
域
行
政
の
た

め
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。

調
査
票
は
、
１
月
末
日
ま
で
に
お
届
け

し
ま
す
の
で
、
２
月
１
日
以
降
に
提
出
を

お
願
い
し
ま
す
。
調
査
の
趣
旨
・
必
要
性

を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
回
答
を
お
願
い

し
ま
す
。

調
査
を
装
っ
た
訪
問
・
電
話
に
注
意
！

経
済
セ
ン
サ
ス

－

活
動
調
査
を
装
っ
た

不
審
な
訪
問
者
や
不
審
な
電
話
・
電
子
メ

ー
ル
な
ど
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
こ
の
調

査
で
は
、
電
子
メ
ー
ル
な
ど
で
経
理
内
容

の
回
答
を
求
め
た
り
、
金
品
を
請
求
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
／
地
域
づ
く
り
課
☎
（
74
）
３
０
６
６

『
天
城
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
』
が

　

天
城
会
館
に
オ
ー
プ
ン
！

お知らせ

17 16

▲今までより橋の幅が広くなります。
　紙谷橋には歩道ができます。

紙谷橋の断面図

西橋の断面図



お知らせ

19 18

市役所市役所
Q
家
の
パ
ソ
コ
ン
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使

っ
た
確
定
申
告
が
で
き
る
と
聞
い
た
け

ど
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？

A
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
が
格
納
さ
れ
た

『
住
基
カ
ー
ド
』
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

　
　

確
定
申
告
な
ど
の
税
に
関
す
る
各
種

手
続
き
に
つ
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
電
子
的
に
手
続
き
を
行
う
シ

ス
テ
ム
を
『ｅ
―
Ｔａｘ
』
と
い
い
ま
す
。
こ

の
『
ｅ
―

Ｔａｘ
』
を
利
用
す
る
際
に
は
、

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
よ
り
、

電
子
証
明
書
が
格
納
さ
れ
た
住
基
カ
ー

ド
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
　

住
基
カ
ー
ド
の
発
行
は
市
民
課
・
各

支
所
で
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
は
市
民
課
の
み

の
取
り
扱
い
と
な
り
ま
す
。
利
用
を
希

望
す
る
人
は
、
自
身
の
住
基
カ
ー
ド
と

運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認
書
類
を

お
持
ち
の
う
え
、
市
民
課
で
申
請
を
お

願
い
し
ま
す
。
手
数
料
は
５
０
０
円
で
す
。

問
合
せ
／
市
民
課
☎
（
７２
）
９
８
５
５

公
的
個
人
認
証
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
／

http://w
w

w
.jpki.go.jp/

市
民
健
康
講
座

骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
コ
ー
ス

骨
折
や
寝
た
き
り
を
防
ぎ
、
元
気
で
長

生
き
す
る
た
め
に
、
骨
粗
し
ょ
う
症
に
つ

い
て
学
び
ま
せ
ん
か
。

と
き
／
1
月
10
日
（
火
）
13
時
30
分
～
16
時

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

内
容
／

○
講
義
『
美
し
く
老
い
る
―
骨
粗
し
ょ
う

症
の
予
防
に
つ
い
て
』

　
（
中
伊
豆
温
泉
病
院
整
形
外
科　

勝
部

定
信
医
師
）

○
講
義
『
骨
を
丈
夫
に
す
る
食
生
活
』

（
市
管
理
栄
養
士　

山
田
恵
理
）

参
加
費
／
無
料

定
員
／
30
人
程
度

申
込
み
・
問
合
せ
／
健
康
増
進
課

☎
（
72
）
９
８
６
１

狩
野
川
沿
い
を
走
ろ
う
！

新
春
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

新
春
を
迎
え
、
健
康
で
明
る
い
年
が
過

ご
せ
る
よ
う
祈
念
す
る
と
と
も
に
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
体
力
づ
く
り
を
目
的
と
し
た

マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

コ
ー
ス
は
、
修
善
寺
地
区
カ
イ
ン
ズ
ホ

ー
ム
周
辺
の
狩
野
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー

ド
で
す
。
川
沿
い
の
平
坦
で
と
て
も
走
り

や
す
い
コ
ー
ス
で
す
の
で
、
初
心
者
も
大

歓
迎
。
個
人
部
門
と
フ
ァ
ミ
リ
ー
部
門
が

あ
り
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と
き
／
1
月
15
日
（
日
）
雨
天
中
止

9
時
～
9
時
30
分
受
付
、
10
時
ス
タ
ー
ト

受
付
場
所
／
㈱
モ
ガ
ワ
駐
車
場

部
門
／

○
Ａ
コ
ー
ス
（
1.5
㎞
）

　

小
学
生
・
中
学
生
・一般
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部

○
Ｂ
コ
ー
ス
（
3.6
㎞
）

　

小
学
校
３
年
生
以
上
・
中
学
生
・一般
の
部

参
加
資
格
／
市
民
ま
た
は
市
内
の
学
校
に

在
学
、
事
業
所
に
勤
務
、
各
種
団
体
に
在

籍
し
て
い
る
人

申
込
方
法
／
市
役
所
本
庁
・
各
支
所
、
市

内
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
置
い
て
あ
る
所
定
の

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
1
月
12

日
（
木
）
ま
で
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
小
学
生
以
下
の
参
加
者
は
、
保
護
者
の

承
諾
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

表
彰
な
ど
／
各
部
門
の
１
位
か
ら
３
位
ま

で
表
彰
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
と
び
賞
や

豚
汁
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
も
用
意
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
／
社
会
教
育
課

伊
豆
市
八
幡
５
０
０
―

１

☎
（
83
）
５
４
７
７　

ＦＡＸ
（
83
）
５
４
９
８

井
上
靖
読
書
感
想
文

発
表
・
表
彰
式

伊
豆
市
で
幼
少
期
を
過
ご
し
た
文
豪
、

井
上
靖
の
命
日
に
近
い
休
日
に
、
毎
年
、

読
書
感
想
文
の
発
表
・
表
彰
式
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
今
年
は
発
表
・
表
彰
式
に
続

き
、
語
り
部
の
平
野
啓
子
さ
ん
に
よ
る
朗

読
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
／
１
月
29
日
（
日
）

と
こ
ろ
／
天
城
会
館
劇
場
ホ
ー
ル

　

※
入
場
無
料
・
全
席
自
由

内
容
／
10
時
～
墓
参
（
熊
野
山
墓
地
）

13
時
～
感
想
文
発
表
・
表
彰
式

14
時
～
湯
ヶ
島
朗
読
会　

平
野
啓
子
さ
ん

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
６

日
本
文
化
に
ふ
れ
よ
う
会

在
住
外
国
人
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
日

本
の
文
化
で
あ
る
『
座
禅
』
と
『
餅
つ

き
』
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
？

と
き
／
２
月
５
日
（
日
）
13
時
30
分
～
15

時
30
分

と
こ
ろ
／
修
禅
寺

内
容
／
座
禅
と
餅
つ
き

参
加
費
／
５
０
０
円

対
象
／
在
住
外
国
人
・
市
交
流
協
会
会
員

定
員
／
20
人

申
込
方
法
／
１
月
23
日
（
月
）
ま
で
に
電

話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
次
の
内
容
を
お
伝
え

く
だ
さ
い
。
①
住
所
②
名
前
③
電
話
番
号

申
込
み
・
問
合
せ
／
伊
豆
市
交
流
協
会
事

務
局
（
観
光
交
流
課
内
）

☎
（
72
）
９
９
１
１　

ＦＡＸ
（
72
）
９
９
０
９

東
海
地
震
か
ら
子
ど
も
を
守

る
！
防
災
セ
ミ
ナ
ー

幼
い
子
ど
も
を
災
害
か
ら
守
る
た
め
の

心
構
え
・
生
き
延
び
る
知
恵
が
学
べ
る
講

座
で
す
。
託
児
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
、

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き
／
２
月
11
日
（
土
）
10
時
～
12
時

と
こ
ろ
／
市
民
文
化
ホ
ー
ル　

対
象
／
市
内
在
住
の
妊
婦
～
3
歳
ま
で
の

お
子
さ
ん
の
い
る
家
庭
（
先
着
30
組
）

参
加
料
／
無
料
（
実
演
で
使
用
す
る
『
さ

ら
し
』
を
提
供
し
ま
す
）　

内
容
／

○
緊
急
時
、
子
ど
も
と
逃
げ
る
時
の
だ
っ
こ

や
お
ん
ぶ
の
知
恵

○
身
近
な
も
の
が
便
利
な
避
難
グ
ッ
ズ
に
！

○
日
ご
ろ
か
ら
役
立
つ
防
災
知
識　

な
ど

講
師
／
あ
ん
ど
う
り
す
さ
ん
（
防
災
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
）、 

園
田
正
世
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
だ
っ
こ
と
お
ん
ぶ
の
研
究
所
代
表
）

託
児
／
1
歳
～
３
歳
（
先
着
15
人
）

※
1
歳
未
満
・
４
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
は
、

講
演
会
場
内
に
設
置
す
る
お
も
ち
ゃ
ス

ペ
ー
ス
ま
た
は
、
お
母
さ
ん
と
一
緒
に

お
話
を
聞
い
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
方
法
／
1
月
31
日
（
火
）
ま
で
に
メ

ー
ル
、
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
次
の
内
容

を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
①
氏
名
②
住
所
③

電
話
番
号
④
参
加
人
数
（
大
人
、
子
ど
も

そ
れ
ぞ
れ
の
人
数
）
⑤
託
児
の
有
無
（
お

子
さ
ん
の
年
齢
）

　

締
め
切
り
後
に
参
加
確
認
ハ
ガ
キ
を
お

送
り
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
／
地
域
づ
く
り
課

oyakosem
inar@

city.izu.shizuoka.jp

☎
（
74
）
３
０
６
６

ＦＡＸ
（
72
）
６
５
８
８

　
　

▼
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
も

　
　
　

メ
ー
ル
送
信
で
き
ま
す
。

第
７
回
伊
豆
市
花
い
っ
ぱ
い

コ
ン
ク
ー
ル
公
開
審
査
会

市
で
は
、
地
域
を
花
で
い
っ
ぱ
い
に
し

よ
う
と
頑
張
っ
て
い
る
皆
さ
ん
の
励
み
に

し
て
い
た
だ
き
、
さ
ら
な
る
花
い
っ
ぱ
い

の
ま
ち
に
す
る
た
め
、
コ
ン
ク
ー
ル
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
受
賞
花
壇
を

選
定
す
る
た
め
、
公
開
審
査
会
を
次
の
日

程
で
実
施
し
ま
す
。

花
壇
づ
く
り
講
演
会
も
あ
わ
せ
て
開
催

し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ

い
。

と
き
／
1
月
17
日
（
火
）
13
時
30
分
～

と
こ
ろ
／
市
役
所
本
庁
別
館
2
階

内
容
／
エ
ン
ト
リ
ー
花
壇
の
写
真
を
会
場

に
展
示
し
、
来
場
者
に
好
み
の
花
壇
を
選

ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
の
得
票
数
に
よ

り
、
コ
ン
ク
ー
ル
の
各
賞
を
決
定
し
ま
す
。

対
象
／
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人

◆
同
時
開
催
『
花
だ
ん
づ
く
り
講
演
会
』

演
題
／
ふ
だ
ん
の
お
庭
に
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

で
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
！

講
師
／
高
橋
さ
ゆ
り
さ
ん
（
花
咲
く
し
ず

お
か
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

問
合
せ
／
農
林
水
産
課

☎
（
72
）
９
８
９
２　

ＦＡＸ
（
72
）
９
９
０
９

２
市
１
町
合
同
手
工
芸
展

伊
豆
市
、
伊
豆
の
国
市
、
函
南
町
の
２

市
１
町
の
文
化
協
会
が
、
合
同
で
手
工
芸

展
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
／
１
月
27
日
（
金
）
13
時
～
17
時

　
　
　

１
月
28
日
（
土
）
９
時
～
17
時

　
　
　

１
月
29
日
（
日
）
９
時
～
15
時

と
こ
ろ
／
函
南
町
中
央
公
民
館　

多
目
的

ホ
ー
ル　

※
入
場
無
料

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
８

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

　

辰
年
の
新
春
に
ふ
さ
わ
し
い
日
本
画
を

展
示
公
開
し
ま
す
。

展
示
作
品

『
紅
白
梅
』
若
柳
柳
湖
（
明
治
末
～
大
正
初
）

『
龍
』
安
田
靫
彦
（
昭
和
3
年
）

『
龍
』
安
田
靫
彦
（
昭
和
５
年
）

『
鶯
』
安
田
靫
彦
（
昭
和
5
年
頃
）

『
春
暁
』
安
田
靫
彦
（
昭
和
5
年
頃
）

★
見
ど
こ
ろ

　

若
柳
柳
湖
（
わ
か
や
ぎ
り
ゅ
う
こ
・

１
８
８
８
～
１
９
８
３
年
）
が
描
い
た

『
紅
白
梅
』
は
、
六
曲
一
双
の
大
画
面
に

一
対
の
紅
梅
と
白
梅
を
描
い
た
作
品
で
、

早
春
に
清せ
い
そ楚
な
花
を
咲
か
せ
る
紅
白
梅
が

馥ふ
く
い
く郁
と
し
て
香
り
立
つ
よ
う
な
秀
作
で
す
。

展
示
期
間
／
1
月
4
日
（
水
）
～
2
月
1

日
（
水
）

開
館
時
間
／
9
時
～
16
時（
毎
週
木
曜
休
館
）

入
館
料
／
大
人
３
０
０
円
、
小
中
高
生

１
５
０
円

問
合
せ
／
修
善
寺
郷
土
資
料
館

☎
（
72
）
１
９
３
４

１
月
の
近
代
日
本
画

キリトリセン

キリトリセン

天城ミュージアム

市 民 割 引 券市 民 割 引 券
この券1枚につき、大人・子ども合わせて4人まで半額で入館できます。
《 平成 24年1月2日から6月30日まで有効 》《 平成 24年1月2日から6月30日まで有効 》

切り取って
ご持参
ください。

▲昨年の健康マラソンの様子
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伊豆市の人口

※（　）内は前月比

市の主要事業を紹介するコーナーです。

頑張る
消防団

まちのヒーローまちのヒーロー

◎今月の表紙
修善寺南小で恒例の『南っ子汁』

平成23年
12月1日現在

男 　　16,607人 （－17）

女　　18,155人 （－23）

計　　34,762人 （－40）

世帯数 13,584世帯 （－11）

だよりvol.10

  問合せ　 観光交流課☎（72）9911
インターネットは…　  サイクルメッカ伊豆　　検索

　サイクルメッカ伊豆は、11月26日(土)・27日(日)
に行われた『ふじのくにCYCLEFES2011in新東
名』に福島県泉崎村の小中学生33人を招待しまし
た。その子どもたちは、サイクルスポーツクラブに所
属している伊豆市の子どもたち６人と一緒に、東日
本大震災の復興支援枠で出場しました。
　泉崎村は、自転車競技用の400mバンクがあり、
中学校では自転車部があるなど、自転車競技が盛ん
ですが、現在は、震災の被害を受け、バンクが使用で
きません。また、放射能の影響で屋外での運動が制
限されていると聞き、子どもたちに思いっきり楽し
んでもらおうと、このイベントに招待しました。
　泉崎の子どもたちからは、「外で仲間と思いっきり
走れてうれしい！」「最後まで走り抜きます」との言葉
をもらいました。天気にも恵まれ、富士山と駿河湾
を一望しながら、楽しくサイクリングができました。

～農地の再生とともに特産品開発や食育を推進～ 

『ふじのくにCYCLEFES2011
in新東名』に被災地の小中学生を招待

サイクルレジャーの
聖地を目指して！

▲参加した子どもたちと、サポートライダーのシマノレーシング
　野寺監督・平塚選手（スタート前に「パシャッ」）

　問合せ　農林水産課☎（72）9892

　平成22年度から、耕作放棄地解消事業として、荒れてしまった
放棄地を再生する事業を行っています。これまでに、市内3カ所
で農地を再生しました。ご近所などで荒れてしまった農地を活用
したい場合は、農林水産課までご相談ください。
◆大平区、大平柿木区では・・・
　伊豆市シルバー人材センターでは、
大平区と大平柿木区耕作放棄地を活
用した農産物を生産しています。
　大平区ではジャガイモ、タマネギ、キ
ャベツなどの野菜、大平柿木区では、
お米を生産しています。収穫した農産
物は、市内給食に活用されています。
◆八木沢区では・・・

　市では、新たな特産品の開発と観
光事業の発展のため、『ブルーベリー
試験農場』を八木沢地区に設置し、上
野区営農管理組合に作業をお願いし
ています。現在、栽培管理、生育状況
の調査を行い、新しい農産物の産地
化を目指しています。

　冬の恒例行事、持久走大会。毎年、
走り終えた児童たちに、修善寺南小コ
ミュニティ・スクール推進委員の皆さ
んが手作りの『南っ子汁』を振る舞い
ます。今回は、『イズシカ問屋』のシシ
肉や保護者が持ち寄った野菜などを
ふんだんに使いました。児童たちは「
おいしい！」と残さず食べていました。

出初式を開催します
　伊豆市消防団では、新年を迎え、次の日程で出初式を行います。
　式典終了後には、アトラクションとして、県立伊豆総合高校郷土
芸能部による太鼓の演奏や、狩野川河川敷
で約30台の可搬ポンプによる一斉放水を
行ないます。新春の寒気を吹き飛ばす壮大
な放水をご覧ください！
とき／1月8日（日）14時～16時
ところ／狩野川記念公園グラウンド
内容／○消防団功労者表彰や『田方支部
　消防操法大会』出場分団による操法披露
　などの式典
○伊豆総合高校郷土芸能部による太鼓演奏
○可搬ポンプによる狩野川一斉放水
問合せ／地域づくり課☎（72）9867

耕作放棄地解消事業 
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★広報発行時点での予定ですので、変更になる場合があります。
★その他、詳細は『広報いず』をご参照ください。

人あったか　まちいきいき　自然つやつや　伊豆市

日　曜　日 月　曜　日 火　曜　日 水　曜　日 木　曜　日 金　曜　日 土　曜　日

広報カレンダー

と り 出 し て お 使 い く だ さ いと り 出 し て お 使 い く だ さ い

2012／H24
● 発行／伊豆市

広 報 カ レ ン ダ ー 広報カレンダー

●市民課窓口延長（本庁）
●3歳児健診
　（生きいきプラザ）

●市民課窓口延長（本庁）
●1.6歳児健診
　（生きいきプラザ）

●健康相談
　（中伊豆ふれあいプラザ）

●市民課窓口延長（本庁）
●健康相談
　（土肥保健センター）

●離乳食教室
　（生きいきプラザ） 

●2歳・2.6歳児歯科健診
　（生きいきプラザ）

●幼児健診
　（土肥保健センター）

　

●健康相談
　（生きいきプラザ）

●市民課窓口延長（本庁）
●健康相談
　（天城保健センター）

    1 2 3 4

 5 6 7 8 9 10 11

 12 13 14 15 16 17 18 

  19 20 21 22 23 24 25 

 26 27 28 29   

月2

●修善寺地区上下水道料金・土肥地区温泉料金…… 27日
●国民健康保険税第8期……………………………… 29日
●介護保険料第6期……………………………………  29日
●固定資産税第4期……………………………………  29日

今月の
納期限

施設
休館日

● 市役所 … 土・日・祝日
● 修善寺郷土資料館 … 木曜日
● 中伊豆歴史民俗資料館…土・日・祝日

● 中伊豆室内温水プール … 月曜日
● 天城温泉プール ………… 火曜日

● 清掃センター … 土（11時～）・日・祝日
● 図 書 館 … 月曜日・24日
● 虹 の 郷 … 火曜日

● イズシカ問屋 … 火・金曜日
● 湯の国会館… 水曜日
● 万 天 の 湯 … 木曜日

『LEAGUE-KANOGAWA　伊豆WATER HEAVENS』
伊豆市の情報をたっぷり放送中！！

FMラジオ K-MIX　86.6MHｚ

『LEAGUE-KANOGAWA　伊豆WATER HEAVENS』
伊豆市の情報をたっぷり放送中！！

FMラジオ K-MIX　86.6MHｚ 毎週月曜日　13時～13時30分



保育園・こども園の園庭開放や子育て支援事業を
実施しています。お子さんとぜひお越しください。 
時間／９時３０分～１１時３０分  ※祝日は除きます。

遊びに
きてね！
遊びに
きてね！

図書館でお話会
※図書館で手遊びや絵本の読み聞かせなどをします。

申込不要・時間まで
にお集まりください。

広報カレンダー

行政相談（要予約）
行政への苦情や要望、問合せなどを聞き、解決を図ります。
とき／18日（火）13時～16時
ところ／生きいきプラザ・天城保健センター
予約・問合せ／市民相談室☎（72）9858
中伊豆支所☎（83）1111 天城湯ヶ島支所☎（85）1111
土肥支所☎（98）1111

障害者福祉者相談会
障害者相談支援事業所の相談員が悩みに応じます。
とき／24日（月）13時30分～15時30分
ところ／生きいきプラザ
相談・問合せ／
障害者生活支援センターなかいずリハ☎（83）2195
在宅障害者サポートセンターふがく☎0550（87）0259
社会福祉課☎（72）9863

毎月25日は毎月25日は

毎月19日は毎月19日は 食育の日食育の日食育の日
地産地消の日地産地消の日地産地消の日

無料法律相談（要予約）
相続・離婚・交通事故などの相談に顧問弁護士が応じます。
とき・ところ／8日（水）8時30分～10時10分、22日（水）9時
30分～11時30分　両日程ともに生きいきプラザ
予約・問合せ／市民課☎（72）9858
中伊豆支所☎（83）1111　天城湯ケ島支所☎（85）1111
土肥支所☎（98）1111

人権相談（要予約）
家庭内や地域での困りごと、不当な差別やいじめなどの相談
に応じます。
とき／14日（火）9時～12時　
ところ／中伊豆支所、土肥支所
予約・問合せ／社会福祉課☎（72）9862

各
種
相
談

各
種
相
談

職業相談（予約不要）
ハローワーク三島が伊豆市と共同運営する職業相談窓口です。
とき／平日8時30分～17時
ところ／伊豆市地域職業相談室（柏久保）
問合せ／伊豆市地域職業相談室☎（74）3075

行政相談（要予約）
行政への苦情や要望、問合せなどを聴き、解決を図ります。
とき／14日（火）9時～12時
ところ／生きいきプラザ、中伊豆支所
予約・問合せ／市民課☎（72）9858
中伊豆支所☎（83）1111 天城湯ケ島支所☎（85）1111
土肥支所☎（98）1111

障害者福祉相談会
障害者相談支援事業所の相談員が悩みに応じます。
とき／27日（月）13時30分～15時30分
ところ／生きいきプラザ
相談・問合せ／社会福祉課☎（72）9863
在宅障害者サポートセンターふがく☎0550（87）0259
障害者生活支援センターなかいずリハ☎（83）2195

結婚相談（予約不要）
結婚に関する相談に親身になって応じます。
とき／11日（土）13時～15時　ところ／生きいきプラザ
問合せ／市民課☎（72）9858

消費者相談（随時受付）
悪質商法被害など消費生活に関する相談に応じます。
とき／平日9時～16時　※木曜日は消費生活相談員駐在
ところ／市民課（本庁）・各支所
問合せ／市民課☎（72）9858

1日～3月11日　梅まつり／修善寺梅林
3日　修禅寺節分会／修禅寺
12日～3月11日　伊豆月ヶ瀬梅林 梅まつり
　　　　　　　　　　　　／月ヶ瀬梅林
14日　恋人岬バレンタインデースペシャル
　　　　　　　　　　　　　　／恋人岬
18日～3月11日　おかみのもちより雛
　　　　　　　　　　　　　　／修禅寺
21日　修禅寺弘法市／修禅寺境内

★梅が見ごろを迎えます
　上旬～3月上旬　修善寺梅林
　中旬～3月上旬　月ヶ瀬梅林

　　　問合せ／伊豆市観光協会☎（85）1883
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21日　修禅寺弘法市／修禅寺境内

★梅が見ごろを迎えます
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　中旬～3月上旬　月ヶ瀬梅林

　　　問合せ／伊豆市観光協会☎（85）1883

1日～3月11日　梅まつり／修善寺梅林
3日　修禅寺節分会／修禅寺
12日～3月11日　伊豆月ヶ瀬梅林 梅まつり
　　　　　　　　　　　　／月ヶ瀬梅林
14日　恋人岬バレンタインデースペシャル
　　　　　　　　　　　　　　／恋人岬
18日～3月11日　おかみのもちより雛
　　　　　　　　　　　　　　／修禅寺
21日　修禅寺弘法市／修禅寺境内

★梅が見ごろを迎えます
　上旬～3月上旬　修善寺梅林
　中旬～3月上旬　月ヶ瀬梅林

　　　問合せ／伊豆市観光協会☎（85）1883

※緊急の場合は１１９

2月
休日当番医

  5日  中伊豆温泉病院（上白岩）☎（83）3333 
11日　大和堂医院（修善寺）☎（72）0015 
12日　青山内科クリニック（加殿）☎（74）2111 
19日　中伊豆リハビリテーションセンター（冷川）☎（83）2111 
26日　小山田医院（修善寺）☎（72）3125

 園庭開放 　　  実施日
 修善寺東保育園 7日・21日（火）
 橘保育園 6日（月）
 さくらこども園 毎週月・火・木曜日
 熊坂保育園 14日・28日（火）

　　　 　子育て支援事業　　　　　　　　　実施日
のびのびフロア（天城保健センター） 毎週月・水・金曜日（1日・22日除く）

にこにこフロア（土肥こども園） 毎週月～金曜日（1日を除く）

ちびっこサロン（中伊豆保健センター） 毎週水曜日（1日を除く）
わんぱく広場（生きいきプラザ） 毎週金曜日

★日曜日のお話会(修善寺)3歳以上
　12日(日)14時～14時30分
★小さい子とお母さんのためのお話会(修善寺)0～3歳
　  3日・17日(金)10時30分～11時
★おはなしタイム（中伊豆）幼児・児童
　11日・25日(土)10時30分～11時　　
★おはなしタイム Baby♪（中伊豆）乳幼児
　9日・23日(木)10時30分～10時50分
★おはなしかい(天城)4歳～小学低学年
　18日(土)10時30分～11時
★うりぼうおはなしかい（天城）０～３歳
　 9日(木)10時30分～午前10時50
★おはなしの会（土肥）小学生以下
　11日・25日(土)10時30分～11時

2

【修善寺梅林】



みんなの掲示板みんなの掲示板

　ヒザ楽体操は、イスに座ったまま運動とストレ
ッチをする簡単な体操です。
とき／1月11日～3月14日までの毎週水曜日
10時～10時45分（全10回）
ところ／小川区公民館（中伊豆室内温水プール隣）
料金／全10回コース2,000円
対象／ひざの痛い人（要医師の許可）
持ち物／バスタオル、小タオル、飲み物
申込方法／中伊豆室内温水プール受付にて、申
し込み用紙に必要事項をご記入ください。
問合せ／中伊豆室内温水プールふれっぷ
☎（75）7575

❖無理なく 楽しく 長く続ける
ヒザ楽体操教室参加者募集

■ステージ発表
とき／1月31日（火）13時30分～15時30分
ところ／伊豆総合高校体育館２階　
発表内容／○工業科…各3科の3年がそれぞれ
　『課題研究』について代表１人ずつ発表
○総合学科…各学年が『総合的な学習』、『地域と産
　業』、『産業社会と人間』について代表1人ずつ発表
発表形式／ステージ上で生徒がスクリーンを使
用して発表(１発表15分程度)
■展示発表
期間／1月31日（火）午後～2月7日(火)午前
※通常展示時間は、9時～16時  
ところ／伊豆総合高校校舎1階生徒ホール　　
発表内容／生徒ホールにパネルを設置し、上記
で『ステージ発表』した内容をすべて展示。工業
科では一部作品の展示があります。総合学科で
は研究集録を作成して配布します。
問合せ／伊豆総合高校☎（72）3322

❖伊豆総合高校の生徒学習(研究)
発表会のお知らせ（入場無料・申込不要）

❖総合型地域スポーツクラブ
アルテ伊豆 各種教室参加者募集

❖ふじのくに文化資源データベース開設
文化資源などの応募者に地場産品を贈呈！

　東部地域で活動するNPO活動団体の皆さん
の交流と勉強会を兼ね、交流会を開催します。
とき／1月18日(水)14時～16時
ところ／伊豆市若者交流施設『9izu（クイズ）』
内容／広報力アップチラシ作成講座、 交流会
※パソコンを持参してください。
※交流会のみの参加も歓迎です。
対象／伊豆市および周辺地域で活動するNPO
団体や市民活動団体のスタッフ（運営・広報担当
者など）
申込み・問合せ／東部地域交流プラザ
☎055（951）8500 FAX055（952）1433
※申込方法など詳細は、お問い合わせください。

❖顔付けから始めます！
大人初心者水泳教室参加者募集

　企業やNPOなどの活動事例を通して、森林の
環境保全から出る間伐材を資源として活用する
事をテーマに、地域活性化フォーラムを開催しま
す。どなたでも参加できます。
とき／2月4日（土）13時～16時30分
ところ／東部地域交流プラザ１階ギャラリープ
ラザ（沼津市大手町1-1-3 商連会館ビル）
内容／①基調講演：小嶋 睦雄先生（静岡大学名誉教授）
②パネルトーク：３団体によるパネルトーク
③ポスターセッションと名刺交換
④パネル展示（２月１日（水）～４日（土）に展示）
　※企業・行政・東部地域の活動団体によるCSR活動
　　紹介、製作品の紹介など
その他／事前に申し込みをお願いします。また、
参加者には粗品（竹炭、手ピカジェルなど）をプ
レゼントします。
申込み・問合せ／東部地域交流プラザ
☎055（951）8500

❖東部地域交流プラザ主催
地域活性化フォーラム（参加無料）

❖出張NPO地域交流会in伊豆市
（東部地域交流プラザ主催・参加無料）

❖（財）国際青少年研修協会主催
春休み海外派遣事業 参加者募集

とき／1月10日～3月13日までの毎週火曜日
10時30分～11時15分（全10回）
※途中からの参加も受け付けます。
ところ／中伊豆室内温水プールふれっぷ
内容／顔付け練習から25ｍ泳げるようになる
のが目標です。
講師／伊豆スイムサポート　スタッフ
対象者／健康で水泳をやってみたい大人 
定員／２０人
料金／初めての人は、全10回受講料無料！
（入館料400円別途自己負担）
申込方法／中伊豆室内温水プール受付にて、申
し込み用紙に必要事項をご記入ください。
※電話でも仮申し込みができます。詳細はお問
　い合わせください。
問合せ／中伊豆室内温水プールふれっぷ
☎（75）7575

　総合型地域スポーツクラブアルテ伊豆では、
さまざまな運動教室を開催しています。
　運動して心も体もリフレッシュしましょう！

■ふれあい3B体操教室
　音楽に合わせ、楽しく体を動かし心も体もリ
フレッシュしましょう！
とき／1月7日・21日（土）10時～11時
参加費／1回300円
■子ども体育教室
　基本的な運動を通じて、健全な発達をお手伝
いします。
とき／1月14日（土）9時50分～10時50分(幼　
児)、11時～12時(小学生)
参加費／1回400円

申込み・問合せ／総合型地域スポーツクラブア
ルテ伊豆(修善寺体育館内)☎(72)5935

　静岡県では、県内の文化資源を調べ、訪れるの
に便利な『ふじのくに文化資源データベース』の
開設にあわせて、文化資源などを募集します。
募集内容／○文化資源…自慢したくなるような
　本県ならではの『食』『祭り』『歴史』『自然」『風
　習』『建築物』など
○改めたい景観…文化資源の魅力を損なってい
　る景観についての現状写真と改善提案
応募方法など／『住所』『氏名』『連絡先』『文化資源
とおすすめ理由』『改めたい景観の名称と意見（必要
に応じて写真を添付）』などを記入し、１月４日（水）ま
でに郵送または電子メールで応募してください。
プレゼント／抽選で１０人に『ふじのくにの地場産
品』を差し上げます。なお、当選は、発送をもって
代えさせていただきます。（1月下旬発送予定）
応募・問合せ／〒420-8601静岡市葵区追手町
9-6 静岡県文化政策課☎054（221）2252
メール arts@pref.shizuoka.lg.jp

　海外での体験を通して、お互いの理解や交流
を深め、国際性を養うことを目的に海外派遣事
業（８事業）を実施します。
　出発前には事前研修を行い、仲間作りから丁
寧に指導しますので、安心してご参加ください。
日程／３月２５日（日）～４月５日（木）
10日間～12日間※事業により異なります。
派遣先／アメリカ、イギリス、オーストラリア、カ
ナダ、ニュージーランド、カンボジア、フィジー
内容／ホームステイ、ボランティア、文化交流、
学校体験、英語研修、地域見学、野外活動など
対象／小学3年～高校3年※事業により異なります。
参加費／29万8千円～43万8千円（共通費別途）
応募締切／2月6日（月）
事前説明会／全国12都市で1月下旬に開催しま
す。詳細はお問い合わせください。
問合せ／（財）国際青少年研修協会
☎03（6459）4661　メール info@kskk.or.jp



❖自死遺族支援に関する
各種相談について（相談無料）

　AED（自動体外式除細動器）を使用した心肺
蘇生法、止血法などの講習を行います。
とき／２月１８日（土）9時～13時
ところ／田方消防本部3階研修室
対象／伊豆市・伊豆の国市・函南町在住または在勤者
募集人数・参加料／先着50人・無料
申込期間／1月10日（火）～2月11日（土）
申込み・問合せ／中消防署☎（76）0119、北消
防署☎055（978）0119、南消防署☎（74）
0119、南消防署西出張所☎（98）0119

❖順天堂大学静岡病院主催
市民公開講座（参加無料・申込不要）

❖電車で初詣に行こう！
『初詣臨時電車』運転のご案内
　大晦日の深夜から元旦にかけて、『初詣臨時電
車』を運行します。また、『三嶋大社初詣往復割引
乗車券』も発売します。
初詣臨時電車／2往復運転します。昨年より最終
電車が約1時間遅くなりました。　
三嶋大社初詣往復割引乗車券／12月31日（土）
～1月7日（土）までの間、駿豆線の主要駅から三
嶋大社の最寄り駅の三島田町駅または三島広小
路駅までの往復割引乗車券を発売します。
問合せ／伊豆箱根鉄道・三島駅☎055（975）0587

　放送大学は、テレビなどの放送を利用して授
業を行う通信制の大学です。心理学・福祉・経済・
歴史・文学・自然科学など幅広い分野を学ぶこと
ができます。
　資料を無料でお送りしますので、お気軽にお
問い合わせください。
出願期限／2月29日（水）
申込み・問合せ／放送大学静岡学習センター
☎055（989）1253
※ホームページでも受け付けています。

　NTT西日本では、1月中に順次新しい電話帳を
お届けします。その際に、環境保護や資源の有効
活用のため、古い電話帳を回収しますので、配達
員へお渡しください。
　ご不在などの場合は、『タウンページセンタ』
にご連絡いただければ、後日、改めて回収にお
伺いします。
タウンページセンタ／☎0120（506）309（フリ
ーダイヤル）
※受付は、月曜日から金曜日の9時から17時です。

❖ファミリー映画上映会を
開催します（入場無料・申込不要）

❖田方消防本部主催
普通救命講習Ⅱ（一般公募）

❖司法書士による無料相談
～しあわせ相談～

❖1月10日は『110番の日』
～110番！『慌てず』『焦らず』『落ち着いて』～

❖放送大学 平成24年度1期生
募集のお知らせ（4月入学）

❖NTT西日本発行の電話帳を
配達・回収しています

　田方地区労働者福祉協議会では、文化活動の
一環として、ファミリー映画上映会を開催しま
す。どなたでもご覧いただけますので、お気軽
にご来場ください。
とき／1月28日（土）14時～（13時30分開場）
ところ／『アクシスかつらぎ』伊豆の国市長岡総
合会館大ホール（伊豆の国市長岡）
上映作品／ガリバー旅行記※平成23年4月封切り作品
問合せ／田方地区労働者福祉協議会 担当 佐野
☎（76）5111

　司法書士による無料相談を開催します。開
催日の前日までにお申し込みください。
とき・ところ／ 1 月 17 日（火）9 時 30 分～
11時 30分　中伊豆保健福祉センター
内容／悪徳商法、消費者金融、身近な契約トラ
ブル、財務管理、成年後見に関する相談など
定員／ 4 人（予約制）
申込み・問合せ／伊豆市社会福祉協議会本所☎
（83）4450、修善寺支所☎（72）8508、土肥支
所☎（98）0294、☎天城湯ケ島支所☎（85）1199

○110番は緊急通報専用です。
○県内の110番通報は、すべて『110番センター静
　岡』へ入ります。（場所説明は市町名から、目標説明
　は公的施設や建物の名称をお願いします）
○事件事故や不審者情報は、迷わず110番通報を
　お願いします。（事件・事故の通報と同時に警察官が
　現場へ向かっています。落ち着いてお話しください）
○警察への要望や相談は、『♯9110』に問い合わ
　せるか、警察署の相談窓口にお願いします。
問合せ／大仁警察署☎（76）0110

■わかちあいの会
　とき／2月25日（土）13時30分～16時
　ところ／サンウェルぬまづ3階可動式会議室
　内容／自死遺族が集い、思いを語り合う
■すみれ相談（要予約）
　とき／1月18日（水）13時～16時
　ところ／富士健康福祉センター
　内容／相談員による個別相談
　予約先電話番号／☎0545（65）2155
問合せ／静岡県精神保健福祉協会☎090（2687）2785

❖税理士による無料税務相談
の開設（要事前申込み）
　税理士による無料税務相談を開設します。
税務に関することなら何でもお気軽にご相談く
ださい。予約制となりますので、事前にお申し
込みください。
とき／ 1 月11日・18日（水）13時～ 15時
ところ／東海税理士会三島支部税務指導所
（三島市大宮町 3-20-21）
その他／相談日は、お問い合わせください。
申込み・問合せ／東海税理士会三島支部税務
指導所☎055（972）1668

【函南町】
❖歌やゲームで国際交流！
函南町都市交流協会スマイルパーティー　順天堂大学静岡病院では、医療に興味のある皆

さんを対象に、市民公開講座を開催します。
とき／1月19日（木）17時～18時
ところ／順天堂大学静岡病院管理棟4階第1会議室
講演／○演題：赤ちゃんに必要な予防接種
　～ワクチンでずい膜炎を予防しましょう～
○講師：永田 智先生（順天堂大学静岡病院小児科・
　新生児科先任准教授）
問合せ／順天堂大学静岡病院がんセンター治療
事務局☎055（948）3111

　町外にお住まいの外国人の参加も大歓迎です。
とき／１月13日（金）18時～20時（受付17時30分）
ところ／函南町保健福祉センター2階多目的研修室
募集人数／先着70人
参加料／外国人とその家族は無料、交流協会会
員および小中学生300円、一般700円
申込み・問合せ／函南町都市交流協会
藤山☎055（978）5324、芹沢☎055（978）3074
※１月６日（金）までに、電話でお申し込みください。

とき／３月９日(金)　開場18時　開演18時３０分
ところ／三島市民文化会館大ホール 
内容／岸本加世子(県内出身) 家族を読む～被災少年の作
文や向田邦子のエッセイ～、津軽三味線演奏～若き演奏家
たち・被災地からのメッセージ～、朗読とチェロによる『セロ
弾きのゴーシュ』宮沢賢治～東北のこころ・日本のこころ～
入場料金／１階席：３，0００円、２階席：２，５００円（全席
指定）※未就学児の入場はご遠慮ください。
チケット販売・問合せ／三島市民文化会館☎055（９７６）４４５５

【三島市】
❖東日本大震災から１年
支援チャリティー 朗読と音楽の夕べ
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